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【 発 明 の 効 果 】
以 上 に 説 明 し た よ う に 、 バ ッ グ 内 膜 を バ ッ グ 外 膜 に 分 離 可 能 に 密 着 さ せ た 陰 圧 粒 子 バ ッ グ
に 無 機 質 粒 子 を 充 填 し 、 陰 圧 を 印 加 す る こ と に よ り チ ェ ッ ク 用 義 肢 装 具 に 必 要 な 強 度 が 得
ら れ る 。 バ ッ グ 内 膜 が 高 伸 縮 性 弾 性 材 料 製 で あ る た め 被 施 術 者 の 肢 断 端 に 対 す る 適 合 性 が
よ く 、 バ ッ グ 外 膜 で 保 形 性 が 確 保 さ れ る 。 ま た 、 陰 圧 粒 子 バ ッ グ に 加 え る 陰 圧 を 調 整 す る
こ と に よ り 、 手 作 業 で 陰 圧 粒 子 バ ッ グ の 形 状 を 微 調 整 で き 、 採 型 対 象 部 位 に 対 応 し た 形 状
修 正 が 容 易 に な る 。 こ の よ う に し て 得 ら れ た チ ェ ッ ク 用 義 肢 装 具 は 十 分 な 強 度 を も ち 採 型
対 象 部 位 に 対 す る 適 合 性 も 良 好 な こ と か ら 即 時 試 用 さ れ 、 本 義 肢 製 作 ま で の 時 間 ， 工 程 が
簡 略 化 さ れ 、 被 施 術 者 に か か る 負 担 も 軽 減 さ れ る 。
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